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北海道新幹線の早期開業に関する緊急要望 

 

北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）につきましては、令和５年

12月に「北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）の整備に関する有識

者会議（第５回）」が開催され、工事の進捗状況や工程の工夫策等に

ついて議論が進められたところです。 

そのような中で、令和６年５月８日に、鉄道・運輸機構より国に

対して「2030年度末完成・開業については極めて困難」との報告が

ありました。 

北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）は、平成27年１月の政府・

与党申合せに基づき、2030年度末の完成・開業を目指して整備が進

められており、札幌延伸による効果を早期に発現させ、北海道経済

の活性化に寄与するためにも、これまで以上に整備を促進し、一日

も早い開業を実現することが極めて重要であります。 

また、沿線自治体においては、2030年度末の開業目標を見据えた

まちづくりが進められているところであり、開業が遅れることにな

れば影響は広範かつ甚大であります。 

つきましては、次の項目について緊急に要望いたします。 

 

記 

１．国による徹底した検証 

工程短縮策の実施状況や、2030 年度末の完成・開業が困難であ

るとする判断の妥当性など、鉄道・運輸機構の報告内容について、

国において徹底して検証すること。また、開業目標に関する今後

の見通しを早急に示すこと。 

２．新函館北斗・札幌間の早期完成・開業 

地質不良等の現場における最新技術などの英知を横断的に集結

するとともに、人材や資機材の確保などを含めて、様々な観点か

ら工程短縮策を検討すること。そのうえで、必要な予算の確保を

含めて可能な限りの方策を実施して、一日も早い完成・開業を実

現すること。 

３．沿線自治体等地元関係者に対する丁寧な説明 

検討の進捗状況に応じて、今後も沿線自治体等地元関係者に対

する丁寧な説明を行うこと。 
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